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三　島　町　議　会 2６ 月定例会のあらまし

６月定例会は18・19日の２日間開催され、町長の専決処分承認１件、８つの条例の一部を改正
する条例や、三島町農業委員７名、固定資産評価審査委員１名の選任同意、更に、議会で選挙管理
委員及び補充員の選挙で各４名を選出しました。
予算は令和２年度一般会計補正予算及び３つの特別会計補正予算など、町長より提出された議案
を審議し、すべて原案通り可決しました。
また、議員提出議案として「新型コロナウイルス対策特別委員会」設置の議案を提出・可決し、
その他１件の議員提出議案を可決しました。

６月定例会のあらまし

議案
番号 議　　案　　名　　等 結果

35

専決処分承認を求めるについて（町長等
の給与及び旅費に関する条例の一部を改
正する条例）
・６月に支給する期末手当、町長20％、

副町長・教育長10％減額。

可決

36

三島町まちづくり基本条例の一部を改正
する条例について
・振興計画策定にあたり「議会の議決」

を要件とする改正。

可決

37 三島町固定資産評価審査委員会条例の一
部を改正する条例について 可決

38

三島町税条例の一部を改正する条例につ
いて
・新型コロナウイルス感染症の影響を受

けた事業者の１年間納税猶予出来る特
例を設ける。

可決

39

三島町国民健康保険条例の一部を改正す
る条例について
・新型コロナウイルス感染または、発熱

等で感染を疑われ会社等を休み、給与
の支払いがされなかった場合に疾病手
当を支給する改正。

可決

40

三島町国民健康保険税条例の一部を改正
する条例について
・国民健康保険税の課税限度額の引上げ、

新型コロナウイルス感染で死亡、又は
重篤となった世帯等への減免措置。

可決

41

三島町介護保険条例の一部を改正する条
例について
・新型コロナウイルス感染症で、介護保

険料の減免を受ける場合の申請手続き
定めた。

可決

42

三島町後期高齢者医療に関する条例の一
部を改正する条例について
・新型コロナウイルス感染または、発熱

等で感染を疑われ会社等を休み、給与
の支払いがされなかった場合に疾病手
当を広域連合のへ申請書の受け付けを
定めた。

可決

議案
番号 議　　案　　名　　等 結果

43

地方公務員法の一部改正に伴う関係条例
の整備等に関する条例について
・令和２年４月から導入した「会計年度

任用職員」に関する条例を一括改正 
する条例。

可決

44

三島町過疎地域自立促進計画の一部変更
について
・計画に「大石田高尾原農道改良工事」、

町道「早戸居平台倉線法面保護工事」
を加え、過疎対策事業債の対象とした。

可決

45 令和２年度三島町一般会計補正予算
（賛成５名：反対２名） 可決

46 令和２年度三島町国民健康保険特別会計
補正予算 可決

47 令和２度三島町簡易水道事業特別会計 
補正予算 可決

48 令和２年度三島町介護保険特別会計補正
予算 可決

49 三島町農業委員会委員の選任について
※１ 可決

50 三島町固定資産評価審査委員会委員の 
選任同意を求めるについて※２ 可決

議　会　案　件

選挙 三島町選挙管理委員会委員及び補充員の
選挙について※３

議１ 「新型コロナウイルス対策」特別委員会
の設置について 可決

議２
国の「被災児童生徒就学支援等事業」の
継続と、被災児童生徒の十分な就学支援
を求める意見書の提出について

可決

【可決結果一覧と条例改正等の主な概要】

※１～３　�４頁「人事案件等について」をご覧くださ
い。

※■部分は採決で賛否が分かれた案件です。詳細は
３頁をご覧ください。



三　島　町　議　会3 ６ 月定例会のあらまし

会計区分 補正前予算 補正額 補正後予算
一 般 会 計 2,795,346 41,283 2,836,629
国民健康保険特別会計 195,594 12,130 207,724
簡易水道事業特別会計 192,779 917 193,696
介 護 保 険 特 別 会 計 463,723 2,734 466,457

【令和２年度６月補正予算の額】� （単位 : 千円）

議案
番号

1番 2番 3番 5番 6番 7番 8番

矢澤　昇 二瓶辰右エ門 五十嵐健二 長谷川清雄 二瓶俊浩 菅家三吉 大竹克昌

45号 ○ × ○ × ○ ○ ○

※上記以外の議案は全議員「賛成」で可決しました。　※議長は採決に加わりません。

【議案の可決状況】

《議案第45号　令和2年度三島町一般会計補正予算の採決に関する討論要旨》

2番　二瓶　辰右エ門 議員
コロナに対する支援策は本当に困っている多

くの町民に公平に行き渡ることを基本に考える
べき。会津桐ダンスから購入する高額な家具は
町営住宅と教員宿舎に入居する一部の人にのみ
利用されるもの。町民の理解は得られない。
桐ダンスはコロナ以前から赤字であり、経営

改善は別な観点から議論すべき。議会がチェッ
ク機能を果たさなければならない大切な場面だ。

反対討論3番　五十嵐　健二 議員
今回の新型コロナウイルス感染症では全ての

事業所が被害を受けている災害であり、その支
援の予算である。会津桐タンスも含まれている。
職人も休んでいる状況であり、このまま辞めら
れてしまっては大変である。まずは、つなぎの
ために仕事を発注し、職人を復帰させ、コロナ
を乗り越え、体制を整え経営を改善させていく
ために必要である。

賛成討論

【６月定例会の補正予算の主な内容】
新型コロナウイルス感染症により影響を受けた、商工業者への経済支援も含めた予算を

可決しました。

■農林・建設関係■
［農林関係］
・カスミソウ栽培後継者育成指導農家謝礼
　（後継者１名増の為）� 522千円
・ＪＡ山菜加工場経営支援アドバイザー謝礼
� 1,360千円
・会津地鶏キャンペーン� 1,335千円
・ふくしま森林再生事業（浅岐地区）� 9,000千円

［建設関係］
・大石田地区高尾原農道改良工事� 4,400千円
・町営住宅中田団地居室修繕� 2,200千円
・町営住宅中平団地改修工事
　（会津桐チェスト設置）� 5,148千円



三　島　町　議　会 4６ 月定例会のあらまし

■商工・観光関係■
・地場産品販路拡大事業
　（会津桐タンス製品展示会）� 2,310千円
・町内宿泊クーポン事業
　（町内での宿泊・食事等の助成）� 3,500千円
・事業者向け新型コロナウイルス感染拡大防止対
策事業補助� 3,000千円

■保育・教育関係■
・新型コロナウイルス対策用備品購入� 508千円
・教員宿舎改修に係る備品購入
　（会津桐すのこベッド）� 3,168千円

【人事案件等について】
６月定例会では、３つの人事案件等について選任同意・選挙が行われました。
新しい委員の方々は下記のとおりです。

三島町農業委員に任命された方々

氏　　名 地　区 備　　考
１ 阿　部　通　利 桧　原 認定農業者

２ 五十嵐　政　人 大　谷 認定農業者

３ 長谷川　秋　義 川　井

４ 角　田　陽　市 大　登

５ 二　瓶　辰　雄 西　方

６ 菅　家　三　吉 荒屋敷

７ 大　竹　祐　子 滝　谷

※１：�以前は農業委員は選挙で選出されていまし
たが、法律の改正により現在は市町村長が
議会の同意を得て任命します。

三島町固定資産評価審査委員会委員に
選任された方

氏　　名 地　区 備　　考
佐久間　宗　一 宮　下

※２：�三島町の固定資産評価審査委員会の委員の
定数は３名で、委員は、町の住民税の納税
義務がある者又は固定資産の評価について
学識経験を有する者のうちから、議会の同
意を得て町長が選任します。委員会は固定
資産課税台帳に登録された価格に関する不
服等の審査を行います。

三島町選挙管理委員会委員
及び補充員に当選された方々

氏　　名 地　区 備　　考

選
挙
管
理
委
員

五十嵐　豊　一 西　方 新任
諏　訪　義　幸 宮　下 新任
諏　訪　典　子 大　谷 再任（２期目）
五十嵐　テル子 大石田 新任

補
　
充
　
員

大　島　昇　一 浅　岐 新任
橋　本　洋　子 早　戸 新任
鈴　木　隆　一 桧　原 新任
二　瓶　弥　生 名　入 新任

※３：�選挙管理員会委員及び補充員は地方自治法
で、議会において選挙をすると定められて
おり、定数は４名並びに同数の補充員を選
挙しなければならないと定められています。



三　島　町　議　会5 一般質問

一 般 質 問
～議員が町政をただす～

　６月定例会では６人の議員が一般質問を行い、町政全般について活発な議論を交わし
ました。（６頁～15頁に掲載）

一般質問議員 質　　問　　事　　項 頁

１ ８番　大　竹　克　昌 ①三島町のガソリンスタンドについて ６

２ ６番　二　瓶　俊　浩
①新型コロナウイルス感染対策について

7②県立宮下病院の建替えに伴う近隣地等の整備につい
て

３ ５番　長谷川　清　雄 ①会津桐の振興について 9

４ ２番　二瓶　辰右エ門

①新型コロナウイルス対策について

10②財政運営について

③新たな振興計画について

５ ７番　菅　家　三　吉
①宿泊業・飲食業を中心とした、観光業の回復に対す
る方策について

13

６ ３番　五十嵐　健　二
①今後の町財政について

14
②森林整備について

※一般質問とは…議員が町の将来に対する方針や、執行機関の
政治姿勢を明らかにし疑問点等を質します。また、議員自ら
政策の提言を行います。三島町議会は１人60分の持ち時間の
間に質問答弁を行います。

※一般質問は通常議会初日に行われます。



三　島　町　議　会 一般質問 ６

問 

三
島
町
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
に
つ
い
て

答 

町
内
に
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
は
必
要
。
議
会
及
び
関
係
者
と
協
議
す
る

議
員
　
当
初
、
三
島
町
に

は
農
協
と
只
見
川
商
事
の

２
軒
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
が
あ
り
ま
し
た
。
数
年

前
に
不
景
気
、
ま
た
合
併

等
々
で
農
協
ガ
ソ
リ
ン
ス

タ
ン
ド
が
撤
退
し
ま
し
た
。

只
見
川
商
事
も
撤
退
を
考

え
た
こ
と
が
あ
る
と
聞
き

ま
す
。
三
島
町
か
ら
ガ
ソ

リ
ン
ス
タ
ン
ド
が
無
く
な

っ
て
は
困
る
業
者
の
方
、

町
民
も
い
る
と
い
う
こ
と

で
、
経
営
を
続
け
て
こ
ら

れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

諸
般
の
事
情
に
よ
り
令
和

２
年
５
月
31
日
で
ガ
ソ
リ

ン
ス
タ
ン
ド
を
閉
店
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

行
政
側
と
し
て
も
、
三

島
町
か
ら
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ

ン
ド
が
無
く
な
る
の
は
非

常
に
大
変
な
こ
と
で
は
な

い
か
。
農
協
ガ
ソ
リ
ン
ス

タ
ン
ド
が
撤
退
し
た
こ
ろ

か
ら
、
い
ず
れ
町
か
ら
ガ

ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
が
無
く

な
る
こ
と
は
想
像
し
て
い

た
と
思
う
が
行
政
側
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の

か
。あ

ま
り
に
急
な
こ
と
か

ら
今
後
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
を
経
営
す
る
方
が
い
な

い
場
合
、
行
政
と
し
て
の

考
え
を
伺
う
。

町
長　

５
月
31
日
を
も
っ

て
営
業
を
終
了
し
ま
し
た

只
見
川
商
事
ガ
ソ
リ
ン
ス

タ
ン
ド
に
つ
い
て
は
、
長

年
に
わ
た
り
当
町
の
石
油

燃
料
供
給
を
担
っ
て
い
た

だ
い
た
こ
と
に
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。

当
町
で
は
、
平
成
22
年

の
Ｊ
Ａ
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
撤
退
を
受
け
、
Ｓ
Ｓ
過

疎
問
題
が
顕
在
化
し
ま
し

た
。
全
国
的
に
安
定
的
な

燃
料
供
給
の
継
続
が
深
刻

な
地
域
と
し
て
、
平
成
27

年
度
に
国
の
補
助
事
業
に

よ
り
住
民
ニ
ー
ズ
等
を
把

握
す
る
た
め
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
、
同
事

業
を
実
施
し
た
全
国
の
７

町
村
の
実
態
調
査
報
告
書

が
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
内
容
を
見
ま
す
と
当

町
は
、
町
内
の
給
油
所
を

利
用
す
る
世
帯
は
２
割
程

度
で
、
利
用
の
際
に
重
視

す
る
も
の
と
し
て
７
割
の

方
が
価
格
と
捉
え
て
い
ま

す
。
ま
た
住
民
の
生
活
行

動
の
約
７
割
の
方
が
日
頃

か
ら
町
外
で
買
物
を
し
て

い
る
と
の
結
果
か
ら
、
町

外
に
出
た
際
に
町
外
の
Ｓ

Ｓ
を
利
用
し
て
い
る
こ
と

が
伺
え
ま
す
。

一
方
で
、
災
害
時
等
の

燃
料
備
蓄
拠
点
と
し
て
町

内
に
Ｓ
Ｓ
が
必
要
と
の
回

答
は
８
割
を
超
え
て
い
ま

す
。
こ
の
調
査
結
果
を
踏

ま
え
、
将
来
的
に
町
内
の

Ｓ
Ｓ
が
ゼ
ロ
に
な
ら
な
い

よ
う
残
す
必
要
が
あ
り
、

将
来
に
備
え
た
準
備
が
必

要
と
考
え
て
い
ま
し
た

が
、
事
業
者
の
意
向
も
あ

る
こ
と
か
ら
具
体
的
な
検

討
は
で
き
て
い
な
い
状
況

で
あ
り
ま
し
た
。

突
然
の
閉
店
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
町
内
に
ガ
ソ

リ
ン
ス
タ
ン
ド
は
必
要
と

の
認
識
か
ら
今
後
は
議
会

及
び
関
係
者
の
皆
さ
ま
と

協
議
し
て
い
き
ま
す
。

大竹　克昌 議員

ガソリンスタンドの無い町村は全国で12町村です（H29.3.31時点）



一般質問 三　島　町　議　会7

問 

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
に
つ
い
て

答 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
情
報
を
速
や
か
に
提
供
す
る

議
員
　
今
回
町
は
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
に
ス

ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
対
応

し
て
き
た
こ
と
は
大
変
良

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
特

に
国
の
施
策
で
あ
る
一
人

10
万
円
の
特
別
定
額
給
付

金
を
い
っ
た
ん
町
が
立
て

替
え
て
町
民
の
方
々
に
県

内
で
も
ト
ッ
プ
に
支
給
し
、

マ
ス
ク
の
配
布
も
早
め
に

行
い
、
ま
た
事
業
者
の

方
々
に
も
支
援
策
と
し
て

貸
付
金
を
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
幸
い
に
し
て
会
津
地

方
は
、
感
染
者
が
発
生
し

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
あ
れ

ほ
ど
三
密
は
避
け
る
・
不

要
不
急
の
外
出
は
自
粛
す

る
・
県
を
ま
た
い
だ
移
動

の
自
粛
を
要
請
さ
れ
て
い

た
に
も
関
わ
ら
ず
、
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
前
か
ら

緊
急
事
態
宣
言
の
解
除
ま

で
の
間
、
他
県
ナ
ン
バ
ー

の
車
両
が
多
く
み
ら
れ
ま

し
た
。
自
粛
の
強
制
は
で

き
ま
せ
ん
が
お
願
い
は
で

き
ま
す
。
町
民
の
方
々
は
、

大
変
不
安
に
思
っ
て
お
ら

れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

事
態
が
発
生
し
た
時
ほ
ど

特
に
近
隣
４
町
村
が
一
緒

に
な
っ
て
対
応
す
る
こ
と

が
大
事
で
あ
る
と
考
え
ま

す
が
町
は
ど
の
よ
う
な
対

応
を
さ
れ
た
の
か
を
伺
い

ま
す
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
が
終
息
し
た
訳
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
緊
急
事
態
宣

言
が
解
除
さ
れ
た
北
九
州

市
で
は
、
第
２
波
の
恐
れ

が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
ど

の
地
域
に
発
生
し
て
も
お

か
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

第
２
波
が
各
地
域
で
発

生
し
た
場
合
、
第
１
波
の

10
倍
の
被
害
が
発
生
す
る

と
の
報
道
も
あ
り
ま
す
。

今
ま
で
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
感
染
し
な
い
た
め

の
対
策
で
し
た
が
、
今
後

も
し
感
染
し
て
し
ま
っ
た

ら
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に

治
療
し
て
い
く
の
か
町
民

の
皆
様
に
周
知
す
る
こ
と

が
必
要
と
考
え
ま
す
が
、

町
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

町
長　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
策
と
し
て
、
連
休

前
は
、
緊
急
事
態
宣
言
発

令
中
で
あ
り
ま
し
た
の
で
、

連
休
中
の
観
光
施
設
の
休

業
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
閉

鎖
を
お
知
ら
せ
し
、
林
道

に
つ
い
て
も
地
区
と
協
力

し
、
立
ち
入
り
禁
止
の
看

板
設
置
な
ど
を
行
い
、
町

外
の
皆
様
に
つ
い
て
も
来

町
機
会
を
減
ら
す
環
境
を

整
え
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
県
外
か
ら
の
来
町
者
を

完
全
に
食
い
止
め
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

自
粛
要
請
は
、
一
定
の
効

果
は
あ
っ
た
も
の
の
、
完

全
な
対
応
の
困
難
さ
を
痛

感
し
ま
し
た
。
今
後
は
、

さ
ら
な
る
効
果
的
な
方
法

を
模
索
、
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

近
隣
町
村
と
の
連
携
に

つ
い
て
は
、
各
課
で
随
時

情
報
交
換
し
て
お
り
、
対

策
本
部
で
報
告
を
受
け
て

い
ま
す
。
近
隣
町
村
で
当

町
の
町
民
向
け
「
帰
省
自

粛
の
チ
ラ
シ
」
を
活
用
し

た
い
申
し
出
が
あ
り
、
自

由
に
利
用
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。
ま
た
、
各
町
村
の

道
の
駅
に
つ
い
て
は
、
連

携
し
て
休
業
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

感
染
し
た
場
合
の
具
体

的
治
療
方
法
の
周
知
に
つ

い
て
は
、
新
し
い
薬
の
承

認
状
況
や
新
た
な
取
り
組

み
な
ど
、
日
々
状
況
が
変

化
し
、
具
体
的
な
治
療
に

つ
い
て
は
ま
だ
確
立
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
か
ら
町
か

ら
町
民
の
皆
様
へ
お
知
ら

せ
す
る
こ
と
は
難
し
い
状

況
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
対
す
る
様
々
な

情
報
は
、
県
や
国
な
ど
か

ら
通
知
等
が
あ
り
正
式
に

確
認
で
き
た
も
の
か
ら
町

の
対
策
本
部
よ
り
随
時
町

民
の
皆
様
に
お
知
ら
せ
し

て
い
き
ま
す
。

ま
た
５
月
22
日
に
は
発

熱
等
の
症
状
が
出
た
場
合

の
「
診
察
の
流
れ
」
を
図

示
し
た
チ
ラ
シ
を
配
布
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
「
治
療
」

の
内
容
と
は
少
し
異
な
る

か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
発

熱
し
た
後
の
相
談
窓
口
や

受
診
・
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
、
入

院
等
ま
で
の
流
れ
を
示
し

た
も
の
で
、
会
津
保
健
所

に
も
確
認
い
た
だ
い
た
も

の
で
す
。

今
後
も
第
２
、
第
３
波

の
恐
れ
や
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
流
行
な
ど
に
も
備
え
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
関
す
る
情
報
は
可

能
な
限
り
速
や
か
に
町
民

の
皆
様
に
提
供
し
て
い
き

ま
す
。

二瓶　俊浩 議員
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問 

県
立
宮
下
病
院
の
建
て
替
え
に
伴
う
近
隣
地
等
の
整
備
に
つ
い
て

答 
人
々
の
交
流
が
生
ま
れ
る
「
保
健
福
祉
的
機
能
」
併
設
を
要
望

議
員
　
今
、
県
立
宮
下
病

院
の
建
て
替
え
計
画
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
建

て
替
え
地
は
ま
だ
決
定
し

て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
質
問
い
た
し
ま
す
。

病
院
の
利
用
者
の
多
く

は
老
人
の
方
で
あ
り
買
物

弱
者
の
方
で
す
。
建
て
替

え
の
場
所
は
交
通
の
面
も

当
然
考
え
て
の
整
備
と
な

る
の
で
、
一
般
通
行
者
や

若
者
の
利
用
も
考
え
、
隣

接
地
等
に
商
業
施
設
等
の

整
備
を
並
行
し
て
行
う
考

え
は
な
い
の
か
伺
い
ま
す
。

ま
た
、
病
院
の
診
療
圏

は
近
隣
４
町
村
で
あ
る
の

で
、
４
町
村
で
の
病
院
建

て
替
え
プ
ラ
ス
α
の
考
え

は
な
い
の
か
伺
い
ま
す
。

町
長　

ご
指
摘
の
と
お
り

新
た
な
建
設
場
所
に
つ
い

て
は
決
定
し
て
い
な
い
の

が
現
状
で
、「
現
在
の
場

所
で
の
建
替
え
を
含
め
た

検
討
」
が
基
本
と
な
っ
て

お
り
、
建
設
場
所
に
つ
い

て
は
、
今
後
も
協
議
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

昨
年
度
、
宮
下
病
院
機

能
検
討
委
員
会
で
協
議
さ

れ
、
福
島
県
病
院
局
に
提

案
さ
れ
た
内
容
は
議
員
各

位
に
も
説
明
し
た
と
お
り
、

「
医
療
施
設
」
に
関
す
る

検
討
内
容
と
提
案
で
、
議

員
ご
指
摘
の
内
容
に
つ
い

て
は
検
討
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。福

島
県
と
し
て
も
医
療

施
設
整
備
が
基
本
で
あ
り
、

商
業
施
設
等
の
整
備
を
す

る
と
な
れ
ば
、
地
元
町
村

等
に
お
け
る
整
備
と
な
る

こ
と
が
想
定
さ
れ
、
今
後

の
検
討
課
題
に
な
る
か
と

思
い
ま
す
。

た
だ
、
議
員
ご
指
摘
の

と
お
り
、「
新
た
な
医
療

施
設
」
は
診
療
圏
住
民
に

と
っ
て
利
用
し
や
す
い
施

設
で
あ
る
こ
と
が
重
要
と

考
え
て
い
ま
す
の
で
、「
商

業
施
設
等
」
と
は
観
点
が

異
な
り
ま
す
が
、
地
域
の

要
望
と
し
て
診
療
圏
町
村

が
共
通
課
題
と
し
て
取
り

組
ん
で
い
る
「
健
康
づ
く

り
」
や
「
地
域
包
括
ケ
ア
」

の
観
点
か
ら
、
診
療
圏
地

域
住
民
が
気
軽
に
集
い
、

運
動
や
人
々
の
交
流
が
生

ま
れ
る
「
保
健
福
祉
的
機

能
を
併
設
し
て
欲
し
い
」

と
強
く
要
望
し
た
た
め
福

島
県
に
お
い
て
、
検
討
委

員
会
か
ら
の
提
案
に
つ
い

て
ご
協
議
い
た
だ
け
る
も

の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
宮
下
病
院
整
備

が
福
島
県
の
令
和
２
年
度

重
点
事
業
に
も
掲
げ
ら

れ
、「
基
本
計
画
」
策
定

業
務
が
既
に
進
行
し
て
い

ま
す
。
今
後
も
、
新
た
な

医
療
施
設
整
備
に
向
け
、

診
療
圏
４
町
村
と
連
携
し

た
地
元
要
望
に
つ
い
て
、

継
続
し
て
福
島
県
に
要
望

し
て
い
き
ま
す
。

建替えの計画が進められている県立宮下病院
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問 

会
津
桐
の
振
興
に
つ
い
て

答 

低
コ
ス
ト
、
作
業
の
省
力
化
に
よ
る

　 

良
質
な
会
津
桐
生
産
を
目
指
す

議
員
　
町
の
シ
ン
ボ
ル
で

あ
る
会
津
桐
の
苗
の
生
産

は
以
前
よ
り
様
々
な
形
で

行
っ
て
き
ま
し
た
。
昨
年

は
桐
専
門
員
が
中
心
と
な

り
、
約
１
８
０
本
の
会
津

桐
苗
を
生
産
し
、
町
内
及

び
他
町
村
の
会
津
桐
生
産

者
へ
配
布
し
た
と
伺
っ
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
昨
年
度
ま
で

桐
専
門
員
を
務
め
て
き
た

方
が
退
職
さ
れ
た
と
聞
き
、

こ
の
先
の
桐
苗
生
産
に
支

障
は
な
い
か
大
変
心
配
し

ま
し
た
。
た
だ
、
新
た
な

桐
専
門
員
の
方
が
入
ら
れ

た
と
聞
き
、
一
安
心
し
ま

し
た
が
、
継
続
し
た
安
定

的
な
生
産
に
な
っ
て
い
る

の
か
、
不
安
と
疑
問
を
感

じ
ま
す
。

町
の
第
４
次
振
興
計
画

の
中
に
も
「
優
良
会
津
桐

苗
の
生
産
・
供
給
体
制
の

確
立
」
を
掲
げ
、
ま
た
今

年
度
策
定
す
る
第
５
次
振

興
計
画
の
重
点
事
項
と
し

て
掲
げ
ら
れ
る
も
の
と
思

い
ま
す
。
そ
こ
で

①
今
年
度
の
桐
苗
の
生
産

計
画
と
町
民
及
び
他
町
村

か
ら
の
注
文
状
況

②
桐
専
門
員
の
活
動
及
び

活
動
の
結
果
得
ら
れ
た
会

津
桐
生
産
等
に
関
す
る
デ

ー
タ
等
の
活
用

③
今
後
も
安
定
し
て
会
津

桐
を
振
興
し
て
い
く
た
め

に
苗
の
生
産
や
植
栽
管
理

な
ど
を
第
５
次
振
興
計
画

に
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け

て
し
て
い
く
の
か

以
上
３
点
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

町
長　

現
在
町
で
は
町
内

７
箇
所
に
約
７
５
０
本
の

桐
を
管
理
し
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
苗
を
１
８
４
本

生
産
し
、
25
本
を
町
が
植

栽
し
、
65
本
を
11
名
の
町

民
に
配
布
、
そ
の
他
は
町

外
に
配
布
し
ま
し
た
。

３
年
間
担
当
し
て
い
た

桐
専
門
員
が
退
職
し
た
た

め
、
今
年
度
か
ら
新
た
な

桐
専
門
員
を
配
置
し
て
、

保
育
作
業
を
桐
の
里
産
業

株
式
会
社
に
委
託
し
て
い

ま
す
。

①
今
年
度
の
桐
苗
の
生

産
は
１
３
０
本
程
度
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
現
時
点

で
の
町
民
か
ら
の
注
文
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
町
外
の

方
か
ら
は
若
干
問
い
合
わ

せ
が
あ
り
ま
し
た
。

今
後
は
苗
の
生
育
状
況

を
見
な
が
ら
植
栽
・
配
布

の
計
画
を
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

②
こ
れ
ま
で
の
桐
専
門

員
の
成
果
等
を
新
た
な
桐

専
門
員
に
引
き
継
い
で
お

り
、
今
後
も
生
育
調
査
を

行
う
予
定
で
す
。

ま
た
今
年
度
は
桐
栽
培

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、

町
民
へ
の
配
布
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

③
県
の
林
業
現
地
適
応

化
事
業
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
に
町
と
佐
久

間
建
設
工
業
株
式
会
社
が

参
加
し
、
新
た
な
「
キ
リ

玉た
ま

植う
え

苗な
え

」
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。「
キ
リ
玉
植
苗
」

は
実
生
か
ら
育
て
、
台
切

り
を
行
っ
た
ポ
ッ
ト
苗
が

１
～
２
年
で
出
荷
可
能
と

な
り
ま
す
。
メ
リ
ッ
ト
と

し
て
は
、
病
気
を
伝
播
し

長谷川清雄 議員

黒男山地内にある会津桐の展示林、文化庁の
「ふるさと文化財の森」に指定されている

な
い
苗
で
、
植
栽
と
保
育

の
軽
減
化
が
図
ら
れ
、
植

栽
後
１
年
目
の
樹
高
成
長

の
確
保
と
元も
と

玉だ
ま

の
直ち
ょ
っ
か
ん
か

幹
化

が
期
待
で
き
ま
す
。
栽
培

者
を
増
や
す
た
め
に
作
業

の
省
力
化
を
図
り
な
が
ら
、

高
価
値
の
材
が
期
待
で
き

る
だ
け
の
成
長
が
見
込
め

ま
す
。
今
年
度
は
佐
久
間

建
設
工
業
株
式
会
社
で
約

１
５
０
本
の
「
キ
リ
玉
植

苗
」
を
生
育
し
て
お
り
、

秋
に
一
部
販
売
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
今
後
は
「
キ

リ
玉
植
苗
」
の
町
内
で
の

植
栽
を
検
討
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

次
期
振
興
計
画
策
定
に

際
し
て
は
、
低
コ
ス
ト
で

作
業
の
省
力
化
に
よ
る
良

質
な
会
津
桐
の
生
産
を
目

指
す
と
と
も
に
会
津
桐
タ

ン
ス
株
式
会
社
と
連
携
し

た
製
品
開
発
と
販
売
強
化

に
取
り
組
ん
で
会
津
桐
の

振
興
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
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問 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
つ
い
て

答 

適
格
な
情
報
発
信
と
住
民
対
応
窓
口
を
一
本
化
し
、
細
や
か
に
対
応
す
る

議
員
　
①
国
や
県
に
お
い

て
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
を
乗
り
越
え
る

た
め
の
「
新
し
い
生
活
様

式
」
を
提
唱
し
、
段
階
的

に
社
会
経
済
活
動
の
レ
ベ

ル
を
引
き
上
げ
て
い
く
、

い
わ
ゆ
る
「
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
」
を
示
し
ま
し
た
。
三

島
町
に
お
い
て
も
町
民
活

動
の
指
針
と
も
な
る
「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」

を
策
定
し
、
感
染
の
第
２

波
・
第
３
波
に
備
え
て
、

町
民
生
活
の
安
全
安
心
の

確
保
と
社
会
経
済
活
動
の

両
立
を
目
指
し
た
取
り
組

み
を
進
め
る
べ
き
と
思
い

ま
す
が
、
町
の
対
応
を
伺

い
ま
す
。

②
三
島
町
を
故
郷
と
し

て
墓
参
り
に
来
る
方
々
、

山
村
風
景
や
伝
統
芸
能
に

触
れ
た
い
首
都
圏
や
外
国

人
の
方
々
に
対
し
て
、
ど

の
よ
う
に
情
報
を
発
信
し

て
い
く
か
が
重
要
と
考
え

ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま

す
。③

町
民
の
中
に
は
自
分

が
支
援
の
対
象
者
か
判
ら

な
い
、
相
談
に
臆
し
て
し

ま
う
方
な
ど
が
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
す
。
役
場
職
員
は
、

こ
う
し
た
異
例
の
事
態
に

直
面
し
て
い
る
時
期
だ
か

ら
こ
そ
縦
割
行
政
の
弊
害

を
乗
り
越
え
て
、
一
人
ひ

と
り
の
住
民
の
立
場
に
立

っ
て
相
談
に
当
た
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
コ
ロ

ナ
対
策
の
対
応
の
窓
口
を

一
本
化
す
べ
き
と
考
え
ま

す
が
見
解
を
伺
い
ま
す
。

④
あ
わ
せ
て
町
民
と
の

定
期
的
な
対
話
や
ヒ
ヤ
リ

ン
グ
を
通
じ
た
困
り
事
の

現
状
把
握
と
行
政
需
要
が

ど
の
辺
に
あ
る
の
か
を
確

認
出
来
る
仕
組
み
が
必
要

と
思
う
が
如
何
か
。

町
長　

①
当
町
は
「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
」

と
し
て
当
初
よ
り
「
重
症

化
す
る
高
齢
者
を
感
染
か

ら
守
る
」
こ
と
を
大
前
提

に
感
染
防
止
対
策
に
取
組

ん
で
き
ま
し
た
。
４
月
６

日
の
国
の
緊
急
事
態
宣
言

後
、
町
民
の
皆
様
を
は
じ

め
事
業
者
の
皆
様
も
、
先

の
見
え
な
い
期
間
と
感
染

拡
大
防
止
対
策
に
大
き
な

不
安
を
抱
え
た
ま
ま
対
応

い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
様

の
ご
協
力
に
よ
り
三
島
町

か
ら
感
染
者
を
出
す
こ
と

な
く
現
在
を
迎
え
、
国
・

県
の
自
粛
緩
和
目
安
を
基

本
に
経
済
活
動
を
徐
々
に

再
開
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
ご
指
摘
の
と

お
り
、
今
後
予
想
さ
れ
る

「
第
２
波
」「
第
３
波
」
感

染
は
必
ず
や
っ
て
き
ま
す
。

こ
れ
ら
の
対
応
に
つ
い
て

準
備
す
る
必
要
が
あ
り
、

加
え
て
豪
雨
等
の
自
然
災

害
対
応
に
お
け
る
避
難
所

等
の
取
扱
い
な
ど
も
併
せ

て
協
議
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
に
関
し
て
は
、
特
に

影
響
が
大
き
か
っ
た
「
町

内
経
済
活
動
」
を
ど
の
よ

う
に
回
復
さ
せ
て
い
く
の

か
、
ま
た
次
の
感
染
時
の

対
応
な
ど
事
業
者
の
皆
様

と
と
も
に
検
討
し
「
取
組

方
針
」
に
つ
い
て
も
共
有

し
て
い
き
ま
す
。

町
民
の
皆
様
の
生
活
で

特
に
心
配
さ
れ
る
「
帰
省

等
」
を
含
め
た
「
人
の
交

流
」
に
お
け
る
「
町
方
針
」

に
つ
い
て
は
、
町
民
の
皆

様
の
心
身
ス
ト
レ
ス
を
解

消
し
て
い
く
た
め
の
ご
意

見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

次
の
感
染
症
対
応
を
想
定

し
た
検
討
を
行
い
、
当
町

の
「
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
作

成
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

②
議
員
ご
指
摘
の
方
々

は
コ
ロ
ナ
感
染
以
前
よ
り

三
島
町
を
応
援
し
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
方
々
で
す
。

様
々
な
地
域
や
国
の
方
々

が
お
り
ま
す
の
で
、
三
島

町
の
現
状
を
常
に
発
信
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
と
考

え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
発
信
力
の
あ
る
観
光
協

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ツ
イ

ッ
タ
ー
な
ど
の
活
用
、
ま

た
首
都
圏
三
島
会
や
特
別

町
民
の
方
々
、
生
活
工
芸

関
係
へ
の
ダ
イ
レ
ク
ト
メ

ー
ル
な
ど
、
紙
媒
体
も
活

用
し
な
が
ら
情
報
を
発
信

し
て
い
き
ま
す
。
併
せ
て

町
の
「
受
入
体
制
」
に
つ

い
て
の
お
知
ら
せ
も
発
信

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。国

・
県
に
お
け
る
外
出

自
粛
緩
和
と
観
光
の
関
係

に
つ
い
て
は
、
６
月
19
日

以
降
は
首
都
圏
か
ら
の
移

動
が
緩
和
さ
れ
ま
す
。
し

か
し
観
光
に
つ
い
て
は
、

７
月
末
ま
で
に
県
内
か
ら

徐
々
に
範
囲
を
広
げ
て
再

開
し
、
８
月
か
ら
全
国
観

光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
ス
タ

二瓶辰右エ門 議員
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町
民
や
事
業
者

の
方
々
と
の
相

談
を
通
じ
て
い

た
だ
い
た
意
見

や
要
望
等
を
対

策
本
部
で
共
有

し
、
対
応
を
図

る
こ
と
で
、
町

民
生
活
の
安
定

と
町
内
経
済
の

回
復
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

移動先の
感染状況に注意密集は避ける こまめに換気

2m

距離を取る
手洗い・
手指衛生咳エチケット

新しい生活様式
の定着に、ご協力をお願いします。

新型コロナウイルス感染症の拡大を防ぐために

新しい生活様式 福島県

問 

財
政
運
営
に
つ
い
て

答 

歳
入
の
確
保
と
経
常
経
費
を
見
直
し
、
事
業
の
優
先
度
を
決
め
実
施
す
る

議
員
　
①
益
々
増
加
す
る

で
あ
ろ
う
行
政
需
要
や
多

様
な
町
民
要
望
を
踏
ま
え
、

今
後
の
財
政
運
営
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
財
政
運
営
の
基
本

は
「
入
り
を
量
り
て
出
る

を
制
す
」
に
あ
る
と
言
わ

れ
ま
す
が
、
三
島
町
と
し

て
、
こ
れ
か
ら
の
財
政
運

営
の
基
本
的
考
え
方
を
伺

い
ま
す
。

②
基
本
的
考
え
方
に
基

づ
い
て
、
町
の
最
大
の
懸

案
事
項
を
解
決
す
る
た
め

に
、
ど
の
よ
う
な
分
野
、

ど
の
よ
う
な
事
業
、
ど
の

よ
う
な
手
法
で
効
果
的
な

財
政
出
動
を
考
え
て
い
る

の
か
伺
い
ま
す
。

町
長　

①
当
町
の
財
政
は

歳
出
に
お
い
て
は
、
施
設

設
備
の
維
持
管
理
費
や
社

会
保
障
費
の
増
、
近
年
実

施
し
て
き
た
投
資
的
事
業

の
起
債
借
入
に
よ
る
償
還

金
の
増
加
が
み
ら
れ
ま
す
。

一
方
、
歳
入
に
つ
い
て
は
、

歳
入
の
中
心
と
な
る
地
方

交
付
税
は
国
の
政
策
、
方

針
に
大
き
く
影
響
を
受
け

る
こ
と
か
ら
大
き
な
増
額

の
見
込
み
は
な
く
、
町
税

に
お
い
て
も
人
口
減
少
、

産
業
構
造
か
ら
み
て
も
増

加
は
期
待
で
き
る
状
況
に

あ
り
ま
せ
ん
。
公
共
料
金

に
し
て
も
、
現
在
の
町
民

生
活
、
経
済
状
況
か
ら
引

き
上
げ
の
時
期
と
は
思
え

ず
総
じ
て
自
主
財
源
に
乏

し
く
、
厳
し
い
状
況
に
あ

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
状
況
を
踏
ま

え
、
将
来
に
お
い
て
安
定

し
た
財
政
を
堅
持
す
る
た

ー
ト
し
ま
す
。
当
町
に
お

い
て
も
そ
の
行
程
に
合
わ

せ
再
開
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
全
国
で
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
取
組
み
に
加
え
、

町
独
自
の
宿
泊
支
援
事
業

を
実
施
し
情
報
発
信
し
て

い
き
、
福
島
県
内
、
全
国
、

そ
し
て
最
後
に
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
と
い
う
情
報
発
信
、

受
入
れ
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

副
町
長　

③
本
町
に
お
き

ま
し
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
日
本

国
内
に
お
い
て
感
染
拡
大

の
様
相
を
呈
し
始
め
た
２

月
25
日
に
、
町
長
を
本
部

長
と
す
る
課
長
以
上
の
職

員
を
も
っ
て
「
対
策
本
部
」

を
設
置
し
、
週
１
回
の
頻

度
で
対
策
会
議
を
開
催
し

て
き
ま
し
た
。

一
方
、
住
民
や
事
業
者

の
方
々
等
と
の
相
談
業
務

や
情
報
収
集
を
そ
れ
ぞ
れ

の
事
務
事
業
の
所
管
課
が

窓
口
と
な
っ
て
行
い
、
対

策
本
部
に
お
い
て
そ
れ
ら

の
内
容
と
情
報
の
共
有
を

図
り
な
が
ら
対
応
策
を
講

じ
て
き
ま
し
た
。
し
た
が

っ
て
行
政
と
し
て
の
一
体

的
な
対
応
は
で
き
た
も
の

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
今
後
、

第
２
、
第
３
波
の
新
た
な

感
染
拡
大
が
起
こ
り
、
長

期
に
わ
た
る
対
応
が
想
定

さ
れ
る
こ
と
な
ど
を
踏
ま

え
、
ご
指
摘
い
た
だ
い
た

住
民
対
応
の
窓
口
を
設
け

た
う
え
で
、
よ
り
き
め
細

や
か
に
対
応
す
べ
き
と
考

え
ま
す
。

④
新
た
に
設
置
す
る
相

談
窓
口
に
お
い
て
は
相
談

日
を
設
け
る
な
ど
し
て
、
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め
税
収
の
確
保
、
国
県
の

動
向
を
把
握
し
、
補
助
金

等
を
含
め
た
歳
入
の
確
保

を
徹
底
す
る
と
共
に
大
胆

な
経
常
経
費
の
見
直
し
を

図
り
、
歳
入
歳
出
の
両
面

で
健
全
財
政
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

②
振
興
計
画
の
行
動
計

画
、
建
設
計
画
に
基
づ
き

「
安
全
安
心
な
基
盤
づ
く

り
」
と
し
て
、
医
療
の
充

実
、
防
災
対
策
強
化
、
健

康
福
祉
事
業
の
推
進
、
生

活
基
盤
の
充
実
、「
若
者

定
住
対
策
」
と
し
て
、
住

環
境
整
備
、
雇
用
対
策
、

教
育
環
境
の
充
実
、「
美

し
い
地
区
づ
く
り
」
と
し

て
、
住
民
主
体
の
地
区
づ

く
り
推
進
等
の
事
業
を
重

点
的
に
、
更
に
緊
急
度
、

重
要
度
を
比
較
し
、
優
先

度
を
検
討
後
、
財
政
面
を

考
慮
し
て
、
翌
年
度
以
降

へ
見
送
る
か
、
複
数
年
事

業
に
で
き
な
い
か
を
検
討

し
て
、
実
施
事
業
を
決
定

し
て
い
き
ま
す
。

問 

新
た
な
振
興
計
画
に
つ
い
て

答 

地
区
の
主
体
的
な
取
組
み
を
尊
重
し
、
人
的
・
財
政
的
な
支
援
を
行
う

議
員
　
①
地
区
目
標
実
現

の
た
め
、
実
施
計
画
に
は

ど
の
よ
う
な
内
容
を
盛
り

込
ん
だ
実
施
計
画
を
想
定

し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

ど
の
よ
う
な
手
続
き
で
進

め
る
の
か
伺
い
ま
す
。

②
今
回
策
定
す
る
町
の

振
興
計
画
期
間
に
合
わ
せ
、

そ
の
実
効
性
を
担
保
し
、

行
政
の
役
割
分
担
を
明
確

に
す
る
た
め
に
も
中
期
財

政
計
画
を
策
定
し
、
町
民

の
期
待
感
の
醸
成
と
協
力

意
識
の
高
揚
を
図
る
べ
き

と
考
え
ま
す
が
見
解
を
伺

い
ま
す
。

町
長　

昨
年
度
、
町
で
は

「
第
５
次
三
島
町
振
興
計

画
」
策
定
に
向
け
、
町
づ

く
り
の
基
本
単
位
と
な
る

地
区
に
お
い
て
、
住
民
が

主
体
と
な
り
、
地
区
が
持

つ
資
源
を
生
か
し
た
地
域

活
性
化
を
目
指
し
、
地
区

の
持
続
可
能
な
振
興
を
目

的
と
し
た
「
美
し
い
地
区

づ
く
り
目
標
」
策
定
に
つ

い
て
、
各
地
区
の
皆
様
と

協
議
し
、
地
区
で
の
意
見

交
換
会
や
座
談
会
、
地
区

総
会
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ

の
目
標
を
策
定
し
ま
し
た
。

議
員
ご
指
摘
の
「
地
区

目
標
」
の
振
興
計
画
策
定

に
お
け
る
「
位
置
づ
け
」

は
地
区
振
興
の
指
針
で
あ

り
、
加
え
て
昨
年
度
同
じ

く
実
施
さ
れ
た
「
町
民
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
」
と
「
第

４
次
振
興
計
画
検
証
」
と

あ
わ
せ
、
第
５
次
振
興
計

画
策
定
に
お
け
る
「
町
の

方
向
性
」
や
具
体
的
な
町

づ
く
り
の
「
施
策
」
を
見

出
す
た
め
の
重
要
な
基
礎

資
料
と
な
り
ま
す
。

振
興
計
画
は
こ
の
基
礎

資
料
を
受
け
、
10
年
間
の

「
基
本
構
想
」、
５
年
間
の

「
基
本
計
画
」
を
策
定
し
、

基
本
計
画
に
お
い
て
策
定

す
る
「
施
策
」
を
実
施
す

る
た
め
、
予
算
を
伴
う
３

年
間
の
「
実
施
計
画
」
を

策
定
し
ま
す
。
議
員
ご
指

摘
の
「
実
施
計
画
」
は
、

こ
の
計
画
の
こ
と
を
想
定

し
て
い
る
も
の
と
思
い
ま

す
。地

区
目
標
を
実
現
し
て

い
く
た
め
に
は
様
々
な
手

段
・
方
法
が
あ
り
、
基
本

的
に
は
地
区
が
主
体
的
に

取
組
ん
で
い
く
こ
と
が
大

切
で
す
。
こ
れ
ま
で
も
地

区
単
独
で
は
実
施
困
難
な

ハ
ー
ド
事
業
に
つ
い
て
は

「
地
区
要
望
」
に
て
実
現

す
る
よ
う
対
応
し
て
き
て

お
り
、
ま
た
ソ
フ
ト
事
業

に
お
い
て
は
地
区
担
当
職

員
制
度
の
人
的
支
援
に
よ

り
「
地
区
支
援
事
業
補
助

金
」
や
「
県
サ
ポ
ー
ト
事

業
」
活
用
を
地
区
と
協
議

し
、
地
区
づ
く
り
を
支
援

し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
取

組
み
の
中
で
地
区
目
標
実

現
に
向
け
た
地
区
の
「
実

施
計
画
」
づ
く
り
が
行
わ

れ
た
と
思
い
ま
す
。

地
区
に
お
い
て
そ
の
取

組
み
方
は
様
々
で
す
の
で
、

「
地
区
の
主
体
的
な
取
組

み
」
を
尊
重
し
、
新
し
い

地
区
目
標
の
実
現
に
向
け

協
議
を
始
め
る
地
区
や
、

こ
れ
ま
で
の
取
組
み
を
継

続
し
て
い
く
地
区
も
あ
り

ま
す
の
で
、
地
区
担
当
職

員
に
よ
る
支
援
や
財
政
支

援
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

な
が
ら
目
標
実
現
に
向
け

た
具
体
的
な
取
組
み
を
支

援
し
て
い
き
ま
す
。

②
毎
年
、
振
興
計
画
審

議
会
を
開
催
し
て
「
実
施

計
画
」
を
ロ
ー
リ
ン
グ
し

て
い
ま
す
。
こ
の
実
施
計

画
書
に
は
、
行
動
計
画
と

し
て
、
３
年
間
の
各
年
度

ご
と
に
事
業
費
を
計
上
し

て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
を

活
用
し
て
、「
集
落
魅
力

づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
項
に
、
事
業
を
掲
載
し
、

議
員
ご
指
摘
の
町
民
の
期

待
感
、
協
力
意
識
の
向
上

に
努
め
て
い
き
ま
す
。
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宿
泊
業
・
飲
食
業
を
中
心
と
し
た
観
光
業
の
回
復
に
対
す
る
方
策
に
つ
い
て

答 

当
面
は
県
内
の
誘
客
を
図
り
、
経
済
活
動
の
再
開
を
目
指
す

議
員
　
世
界
的
に
猛
威
を

振
る
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
は
じ
め

と
し
た
観
光
業
は
大
打
撃

を
受
け
て
い
ま
す
。

　

県
境
を
越
え
た
移
動
の

自
粛
も
続
い
て
い
ま
し
た

が
、
県
で
は
、
６
月
１
日

に
そ
の
要
請
も
解
除
す
る

と
発
表
し
、
同
月
19
日
を

目
途
に
、
県
外
か
ら
の
観

光
客
の
呼
び
込
み
を
再
開

す
る
方
針
を
示
し
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
観
光

に
携
わ
る
町
内
事
業
者
の

ム
ー
ド
は
、
回
復
ま
で
に

は
相
当
の
時
間
が
か
か
る

だ
ろ
う
と
、
気
持
ち
が
落

ち
込
ん
で
い
る
現
状
で
す
。

そ
の
要
因
と
し
て
、

①
各
事
業
者
が
、
経
営
的

に
体
力
が
落
ち
込
ん
だ
中

で
各
々
が
個
別
に
こ
の
難

局
に
対
し
、
打
開
策
を
暗

中
模
索
し
て
い
る
。

②
町
と
し
て
観
光
誘
客
等
、

回
復
に
向
け
た
取
り
組
み

を
未
だ
各
事
業
者
に
明
確

に
示
し
て
い
な
い
こ
と
。

な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

全
国
的
に
も
、
今
観
光

業
は
ピ
ン
チ
を
迎
え
て
い

る
状
況
で
、
あ
る
意
味
、

旅
行
す
る
側
か
ら
見
れ
ば

新
た
に
観
光
地
を
探
す
機

会
に
な
っ
た
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
こ
そ
、
こ
の
ピ
ン
チ
を

チ
ャ
ン
ス
に
変
え
て
改
め

て
『
美
し
い
村　

福
島
県

三
島
』
を
発
信
し
、
行
政

と
町
内
事
業
者
が
一
枚
岩

と
な
り
、『
三
島
版　

マ

イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
』
の

構
築
を
進
め
る
べ
き
と
考

え
、
観
光
回
復
に
向
け
た

町
長
の
方
策
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

町
長　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
に

お
い
て
は
地
域
経
済
対
策

事
業
と
称
し
、
基
金
貸
付

制
度
の
設
置
や
緊
急
支
援

給
付
金
の
実
施
を
行
い
、

事
業
者
の
経
営
の
継
続
性

を
少
し
で
も
確
保
で
き
る

よ
う
に
対
策
を
行
っ
て
き

ま
し
た
が
、
今
後
は
来
訪

者
の
確
保
を
進
め
て
行
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

議
員
よ
り
ご
提
案
の
い

た
だ
い
た
「
マ
イ
ク
ロ
ツ

ー
リ
ズ
ム
」
は
地
元
や
近

隣
で
の
観
光
・
旅
行
を
行

う
形
態
で
す
。
感
染
拡
大

防
止
の
観
点
か
ら
遠
距
離

移
動
が
避
け
ら
れ
、
地
元

や
近
隣
で
の
安
心
安
全
な

旅
行
の
需
要
は
高
ま
っ
て

い
る
と
考
え
ま
す
。
こ
れ

ま
で
町
で
は
、
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
に
よ
る
訪
日
来
訪
者

の
受
入
を
主
流
と
し
て
い

ま
し
た
が
、
当
面
、
こ
の

動
き
は
停
滞
し
、
更
に
、

大
都
市
圏
か
ら
の
来
訪
も

動
き
が
鈍
く
な
る
こ
と
と

想
定
さ
れ
ま
す
。

　

一
方
、
国
の
Ｇ
Ｏ
Ｔ
Ｏ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
県
の
福

島
県
民
限
定
宿
泊
割
引
な

ど
の
施
策
も
あ
り
、
町
の

宿
泊
や
飲
食
事
業
者
の
利

用
者
増
に
直
接
的
に
結
び

付
く
施
策
が
必
要
に
な
る

と
考
え
ま
す
。

　

当
面
の
町
の
方
策
と
し

て
は
、
会
津
管
内
・
福
島

県
内
か
ら
の
誘
客
を
目
指

し
、
宿
泊
・
飲
食
事
業
者

の
方
と
連
携
を
と
り
な
が

ら
、
感
染
症
対
策
の
徹
底

と
経
済
活
動
の
再
開
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た

町
・
奥
会
津
の
強
み
を
再

確
認
し
、
県
内
や
近
隣
の

旅
行
者
の
獲
得
の
た
め
の

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

　

本
年
は
振
興
計
画
策
定

年
で
す
。
こ
れ
ま
で
は
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
が
主
流
で
し

た
が
、
コ
ロ
ナ
を
き
っ
か

け
に
国
内
需
要
の
捉
え
直

し
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

考
え
方
を
取
り
込
ん
だ

「
三
島
町
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
」

の
策
定
に
取
り
組
み
、
振

興
計
画
へ
位
置
づ
け
観
光

業
の
回
復
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

新型コロナウイルス感染拡大の影響により、
長く休業していたふるさと荘 つるの湯温泉湯治棟、客足が戻りつつある。
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今
後
の
町
財
政
に
つ
い
て

答 

出
来
る
だ
け
年
度
間
の
事
業
を
平
準
化
し
て
対
応
す
る

議
員
　
現
在
、
町
の
財
政

は
、
自
主
財
源
が
少
な
く

地
方
交
付
税
や
各
種
補
助

金
、
町
債
に
依
存
し
て
い

ま
す
。
本
年
実
施
さ
れ
る

国
勢
調
査
に
よ
っ
て
町
の

人
口
も
５
年
前
の
国
勢
調

査
時
と
比
較
す
る
と
、
か

な
り
の
人
口
減
に
な
っ
て

い
る
も
の
と
思
わ
れ
、
そ

れ
に
よ
っ
て
地
方
交
付
税

の
減
額
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
負
担
金
の
増
、
会
計

年
度
任
用
職
員
の
導
入
に

よ
る
人
件
費
の
増
、
様
々

な
事
業
に
よ
る
歳
出
の
増

が
見
込
ま
れ
ま
す
。

今
後
計
画
的
に
各
種
事

業
を
進
め
て
い
か
な
け
れ

ば
大
変
な
事
態
に
な
る
と

考
え
ま
す
が
、
町
財
政
に

対
す
る
対
策
、
あ
る
い
は

財
政
計
画
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

町
長　

当
町
の
財
政
は
、

歳
出
に
お
い
て
、
維
持
管

理
費
、
社
会
保
障
費
、
公

債
費
等
が
増
加
し
て
お
り
、

歳
入
に
お
い
て
も
地
方
交

付
税
の
増
加
は
見
込
め
ず
、

ま
た
町
税
に
お
い
て
も
同

様
で
、
総
じ
て
厳
し
い
財

政
状
況
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

近
年
の
事
業
実
施
に
当

た
っ
て
は
、
多
額
の
起
債

を
行
い
、
そ
の
累
計
が
増

大
し
、
今
後
の
償
還
が
、

新
規
事
業
実
施
に
影
響
を

与
え
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ

ま
す
。

ま
た
、
今
後
予
想
さ
れ

る
「
ふ
る
さ
と
荘
の
改
築
」

や
広
域
市
町
村
圏
の
最
終

処
分
場
の
建
設
、
ご
み
、

し
尿
処
理
施
設
、
消
防
施

設
更
新
等
に
伴
う
負
担
金

な
ど
の
増
が
見
込
ま
れ
ま

す
。こ

の
よ
う
な
状
況
の
中
、

地
方
交
付
税
の
算
出
、
財

政
健
全
化
判
断
比
率
、
決

算
統
計
等
の
財
政
分
析
を

行
い
、
県
よ
り
指
導
助
言

を
い
た
だ
き
な
が
ら
歳
入

に
つ
い
て
は
、
過
大
な
見

積
り
は
厳
に
慎
み
、
歳
出

に
つ
い
て
は
、
厳
し
く
経

常
経
費
を
切
り
詰
め
、
基

金
を
有
効
に
活
用
し
、
で

き
る
だ
け
年
度
間
の
事
業

を
平
準
化
し
て
対
応
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

五十嵐健二 議員

適切な財政運営が求められています
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森
林
整
備
に
つ
い
て

答 
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
た
計
画
策
定
と
森
林
整
備
を
実
施
す
る

議
員
　
本
年
の
予
算
の
中

に
も
、
ふ
く
し
ま
森
林
再

生
事
業
、
景
観
保
全
及
び

倒
木
被
害
防
止
な
ど
森
林

整
備
に
関
す
る
予
算
が
計

上
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
の
事
業
の
中
に
は
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
の
有
効
活

用
な
ど
が
計
画
さ
れ
て
お

り
、
今
後
森
林
整
備
は
大

変
重
要
な
事
業
に
な
る
も

の
と
思
い
ま
す
。

森
林
整
備
を
行
う
上
で
、

林
の
所
有
者
や
森
林
の
わ

か
ら
な
い
林
、
あ
る
い
は

境
の
問
題
な
ど
多
く
の
課

題
が
あ
り
ま
す
。

今
回
、
森
林
環
境
譲
与

税
を
調
査
の
た
め
に
使
う

と
聞
き
ま
し
た
が
、
ど
の

よ
う
な
調
査
を
ど
の
よ
う

に
進
め
て
い
く
の
か
伺
い

ま
す
。

町
長　

今
年
度
も
「
ふ
く

し
ま
森
林
再
生
事
業
」
や

県
の
森
林
環
境
税
を
活
用

し
た
森
林
環
境
交
付
金
事

業
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

昨
年
度
に
創
設
さ
れ
た

国
の
森
林
環
境
譲
与
税
に

つ
い
て
は
、
昨
年
が
３
０

０
万
円
、
今
年
が
６
４
０

万
円
程
度
交
付
さ
れ
る
見

込
み
で
あ
り
、
今
年
度
も

基
金
積
立
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
令
和
２
年
度
末
の

基
金
積
立
総
額
は
９
４
０

万
円
程
度
と
な
る
見
込
み

で
、
国
の
森
林
環
境
譲
与

税
を
活
用
し
た
森
林
整
備

の
事
務
の
流
れ
は
次
の
と

お
り
で
す
。

①
森
林
所
有
者
の
管
理
意

向
調
査
を
実
施
。

②
町
に
森
林
管
理
を
委
託

し
た
い
森
林
所
有
者
の
取

り
ま
と
め
及
び
協
定
締
結
。

③
締
結
し
た
森
林
の
経
営

管
理
権
集
積
計
画
の
策
定
。

④
森
林
環
境
譲
与
税
を
活

用
し
町
が
林
業
事
業
体
に

森
林
整
備
を
発
注
。

　

現
在
、
他
町
村
の
森
林

環
境
譲
与
税
の
取
組
状
況

を
森
林
組
合
等
に
委
託
し

て
意
向
調
査
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
、
実
際
に
経

営
管
理
権
集
積
計
画
の
策

定
や
森
林
整
備
の
実
施
ま

で
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
中
、「
早
戸

地
区
」
か
ら
集
落
の
裏
山

に
つ
い
て
、
鳥
獣
害
被
害

の
防
止
や
倒
木
の
危
険
か

ら
森
林
整
備
を
早
急
に
実

施
し
て
欲
し
い
と
の
要
望

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
地

区
外
の
森
林
所
有
者
の
同

意
取
得
に
つ
い
て
も
協
力

す
る
と
の
こ
と
で
、
事
業

実
施
が
容
易
で
あ
り
、
森

林
環
境
譲
与
税
の
森
林
整

備
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
考

え
て
い
ま
す
。

意
向
調
査
に
つ
い
て
は

区
長
等
と
連
携
し
な
が
ら

役
場
職
員
が
直
接
森
林
所

有
者
か
ら
丁
寧
な
聞
き
取

り
調
査
を
進
め
て
い
き
ま

す
。経

営
管
理
権
集
積
計
画

の
策
定
に
つ
い
て
は
、
国

土
調
査
が
実
施
さ
れ
て
い

な
い
当
町
で
は
非
常
に
難

し
い
作
業
で
す
が
、
森
林

所
有
者
や
境
界
の
把
握
に

つ
い
て
は
、
地
区
と
協
議

し
な
が
ら
準
備
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
森
林
環
境
譲
与

税
を
活
用
し
た
経
営
管
理

権
集
積
計
画
の
策
定
や
森

林
整
備
の
実
施
は
令
和
３

年
度
以
降
を
目
標
に
地
区

と
協
議
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
ふ
く
し
ま
森

林
再
生
事
業
に
よ
る
森
林

整
備
の
収
益
は
森
林
所
有

者
へ
の
還
元
は
認
め
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
県
の
森
林

環
境
税
や
国
の
森
林
環
境

譲
与
税
に
よ
る
森
林
整
備

の
収
益
は
森
林
所
有
者
へ

の
還
元
は
認
め
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
。
今
後
は
そ
の
課

題
を
整
理
し
、
町
で
新
た

な
仕
組
み
づ
く
り
を
す
る

こ
と
に
よ
り
、
森
林
所
有

者
へ
の
還
元
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
り
ま
す
。

令
和
６
年
度
か
ら
は
毎

年
１
千
万
円
程
度
が
交
付

さ
れ
る
森
林
環
境
譲
与
税

を
有
効
に
活
用
し
て
町
内

の
森
林
整
備
の
促
進
と
循

環
型
社
会
の
構
築
に
取
り

組
み
た
い
と
考
え
い
ま
す
。



三　島　町　議　会 1６コロナに負けるな！

新型コロナウイルス感染拡大防止の為、４月16日全国に緊急事態宣言が拡大され、人の移動が
ほとんど止まってしまい、春のカタクリや桜の季節、そして書き入れ時のＧＷ中だったため、町
内の観光・飲食業を中心に大きな打撃を受けました。
そのような中、三島町観光協会では、少しでも町内の事業者の助けになればと、特産品のパン
フレットを作成し、「会津地鶏」、「山菜加工品」、「美坂高原産はちみつ」等の通信販売を始めまし
た。特別町民や三島町にゆかりのある方々へのＤＭ、また、ホームページ上でＰＲしたところ、
販売開始の４月16日から５月31日まで、発送件数420件、約190万円の売上がありました。
そして、第２弾の夏号として新たにパンフレットを作成して、６月22日より販売を開始したと
ころ、すぐに町内外から多くの注文が入り、職員の方は「多くの方々が三島町を支援してくださ
っている、とてもありがたいです。」と、感謝の気持ちを込めつつ毎日忙しく発送作業に追われ
ています。
是非、みなさんもこの機会に、遠方の親戚やご友人等に「三島のふるさとの味」を送ってみて
はいかがですか。

観光協会で「みしまの特産品」の通信販売

コロナに
負けるな

！
コロナに

負けるな
！

毎日忙しく発送作業に追わ
れる観光協会職員（左）と
夏号のパンフレット（上）



三　島　町　議　会17 コロナに負けるな！

３月上旬から５月下旬に
かけて、入学式から約２週
間再開したものの、再び４
月22日から休校となった
小・中学校。ようやく５月
25日から再開され、本格
的な学校生活が始まり１ヶ
月、６月24日、大石田の
石坂地内の桐林で三島中学
校１年生が森林学習を行い
ました。
桐専門員の矢澤倉一さん

が講師を務め、桐の歴史や
栽培方法等の座学を行い、
その後、草刈りや芽掻き等

三島中学校１年生「桐の森林学習」で
郷土への理解を深める

草刈りを体験

を体験しました。当日は天候に恵まれ少し蒸し暑い中、生徒たちは真剣に作業に取り組んでいま
した。作業では草刈り鎌の他、草刈り機を使ってみたりと初めての体験もありました。
講師の矢澤さんは最後に「いつも三島の桐を思い出して欲しい、そして三島の桐のことを聞か
れたら教えられるくらいになって欲しい」と、生徒たちに語りました。

桐についての座学を受ける三島中１年生たち



三　島　町　議　会 18議会の主な動き

　

こ
の
度
広
報
編
集
委
員
会
委
員
長
に
就
任
し
ま
し
た
二
瓶
俊

浩
で
す
。
四
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。　

二
月
頃
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
全
国
に
広
が

り
始
め
、
四
月
十
六
日
に
は
全
国
に
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ

れ
、
感
染
拡
大
防
止
の
為
ほ
ぼ
全
て
の
行
事
が
中
止
又
は
延
期

と
い
う
状
態
が
続
き
ま
し
た
。
五
月
二
十
五
日
に
は
緊
急
事
態

宣
言
が
解
除
さ
れ
ま
し
た
が
、
感
染
が
終
息
し
た
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
し
、
今
な
お
全
世
界
で
は
感
染
が
拡
大
し
続
け
て
お

り
ま
す
。

国
民
一
人
ひ
と
り
が
「
新
し
い
生
活
様
式
」
に
よ
る
感
染
防

止
対
策
を
徹
底
し
て
い
く
事
が
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

国
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
経
済
対
策
と
し
て
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
が
当
町
に
は
約
二
千
九
百
五
十
万
円
の
配
分
が
あ
り
、
六

月
一
日
の
臨
時
議
会
で
は
そ
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

六
月
十
二
日
に
は
国
の
第
二
次
補
正
予
算
が
可
決
さ
れ
、
今

後
更
な
る
手
厚
い
支
援
が
出
来
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

国
の
助
成
金
等
の
事
務
委
託
費
で
は
無
駄
遣
い
等
が
見
ら
れ
、

国
民
が
恐
怖
に
お
び
え
苦
し
ん
で
い
る
時
に
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
こ
と
で
す
。

今
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
都
道
府
県
を
ま
た
ぐ
移
動

が
自
粛
に
よ
り
、
身
近
な
方
々
と
会
う
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で

し
た
。
こ
れ
か
ら
お
盆
の
帰
省
時
期
と
な
り
、
離
れ
て
い
る
家

族
や
親
戚
そ
し
て
友
人
と
の
楽
し
い
ひ
と
時
を
待
ち
わ
び
て
い

る
方
々
が
大
勢
い
る
と
思
い
ま
す
。
ど
う
か
第
二
波
、
第
三
波

が
発
生
し
な
い
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。�

（
二
瓶　

俊
浩
）

編
集
後
記議

会
広
報
編
集
委
員
会

編
集
委
員
長
　
二
　
瓶
　
俊
　
浩

編
集
副
委
員
長
　
矢
　
澤
　
　
　
昇

編
集
委
員
　
二
瓶
　
辰
右
エ
門

〃

　
五
十
嵐
　
健
　
二

〃

　
菅
　
家
　
三
　
吉

議会に傍聴においでください

９月議会は９月中旬に開催予定です。
※�新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、入場を制限または禁止することもありますので、
予めご了承ください。

議 会 の 主 な 動 き
▶ 2020年5月 ◀

１１日㈪	 第 2 回議会臨時会
2５日㈪	 両沼地方町村議会議長会臨時総会
	 （会津坂下町）
2７日㈬	 議会全員協議会
2８日㈭	 只見川河川整備期成同盟会監査（議長）
2９日㈮	 広域議会臨時会

▶ 2020年6月 ◀
１ 日㈪	 第 ３ 回議会臨時会
１１日㈭	 議会全員協議会・議会運営員会
１８日㈭	 第 2 回議会定例会（～１９日）
３０日㈫	 振興計画策定に関する説明会
	 新型コロナウイルス感染症対策特別委員会

調査（役場）

▶ 2020年7月 ◀
１ 日㈬	 奥会津五町村議会議長連絡協議会（只見町）
	 新型コロナウイルス感染症対策特別委員会

調査（役場）
2日㈭	 新型コロナウイルス感染症対策特別委員会

調査（桐寿苑）

９日㈭	 新型コロナウイルス感染症対策特別委員会
調査（各地区）

	 議会広報編集委員会
１３日㈪	 新型コロナウイルス感染症対策特別委員会

調査（消防署・宮下病院）
１６日㈭	 県道柳津昭和線・滝谷桧原線整備促進期成

同盟会監査（議長）
	 新型コロナウイルス感染症対策特別委員会

調査（商工会）
2０日㈪	 ＪＡ会津よつば山菜加工場現地視察・意見

交換会
2１日㈫	 新型コロナウイルス感染症対策特別委員会

調査（農林業者）
３１日㈮	 三島中学校立志式
	 （交流センター山びこ、議長）

※新型コロナウィルス感染症拡大の影響により例年
開催されている、全国町村議会正・副議長研修会、
広報編集委員研修会、県町村議会議長会定期総会
等は中止又は、書面表決となりました。


